
　

戦
後
の
物
資
の
少
な
い

こ

ろ

に

育

っ

た

の

で

「
も
っ
た
い
な
い
」
が
身

に
染
み
つ
い
て
い
て
、
今

も
残
飯
整
理
は
私
の
役
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
今
の

「
食
品
ロ
ス
」
は
大
き
な

課
題
。
「
お
前
は
綺
麗
に

食
べ
る
ね
！
」
っ
て
一
緒

に
食
事
し
た
外
国
の
人
か

ら
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る

位
で
す
。

　

食
べ
き
れ
な
か
っ
た
の

や
調
理
の
際
に
出
た
く
ず

も
、
も
と
は
生
き
物
、
そ

の
命
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
す
よ
ね
。
「
い
た
だ

き
ま
す
」
食
事
の
前
に
手

を
合
わ
せ
、
食
後
「
ご
ち

そ
う
さ
ま
」

　

ど
う
し
て
も
出
て
し

ま
っ
た
も
の
は
土
に
還
す

こ
と
で
、
土
が
豊
か
に
、

元
気
な
生
き
物
を
育
て
て

く
れ
ま
す
。
そ
し
て
ま
た

私
た
ち
の
体
や
生
き
る
命

に
か
わ
り
ま
す
。
「
命
の

循
環
」
で
す
よ
ね
。

　

黄
色
い
袋
に
入
れ
て
出

し
て
し
ま
え
ば
簡
単
に
目

の
前
か
ら
消
え
ま
す
が
、

そ
の
処
分
に
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
い
、
多
く
の

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。

Ｔ さん（小須戸）

「もったいない」

①大正３年（1914年）

小須戸今昔展小須戸今昔展 「小須戸町役場」「小須戸町役場」
（協力：小須戸コミュニティ協議会　小須戸アーカイブ’S）

発行/編集 小須戸地区公民館
〒956-0101
新潟市秋葉区小須戸120番地5
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ＦＡＸ
E-mail kosudo.co@city.niigata.lg.jp

・ホーム
　ページ

・Facebookの情報も随時更新中

(0250)25－5715
(0250)38－5210

本町２住吉神社跡地に新築された時
の記念写真。中央は、代理助役の高山藤
三郎氏。

②昭和40年（1965年）
新庁舎が完成。写真は平成元年町政

施行100周年の記念写真。中央は第11代町
長の轡田奈賀雄氏。

③令和２年（2020年）
小須戸町は新潟市と平成 17年に合併。

役場は支所を経て平成19年に秋葉区役所
小須戸出張所となる。役場の建物は小須
戸出張所の部分を残し取壊され、平成27年
にまちづくりセンターが建設された。

小須戸まちづくり
センターからの
お知らせ

「新潟市廃てんぷら油回収事業」は、3月7日（月）限りで終了いたします。長い間、回収事業にご協力いただきありがとう

ございました。

【今後の回収日程】　1月17日（月）、2月7日（月）、3月7日（月）















































































































題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは1月25日（火）となります。ご理
解の程、よろしくお願いいたします。







小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】

・『大腸がんになった料理家のごはん帖』

重野 佐和子 /著（女子栄養大学出版部）

・『スカーフ、ストール、マフラーの巻き方』

 鈴木 香穂里 /監修（秀和システム）

・『ペッパーズ・ゴースト』

 伊坂 幸太郎 /著（朝日新聞出版）

・『民王　シベリアの陰謀』

 池井戸 潤 /著（KADOKAWA）

・『砂に埋もれる犬』

 桐野 夏生 /著（朝日新聞出版）

・『硝子の塔の殺人』　

 知念 実希人 /著（実業之日本社）

・『疼くひと』

 松井 久子 /著（中央公論新社）

・『ぼく モグラ キツネ 馬』

 チャーリー・マッケジー /著、

 川村 元気 /訳　（飛鳥新社）

【児童書】

・『６年１組黒魔女さんが通る !!　15　黒魔女

 さんと受験の神さま』石崎 洋司 /作、

 亜沙美 /絵（講談社）

・『ぱくぱくはんぶん』

渡辺 鉄太 /ぶん、南 伸坊 /え（福音館書店）

この冬もまた、大雪の予報が出ています。昨年の暮れに、「オミクロン」なる得体の知れないコロナウイルスが広がりはじめ、

アメリカでは竜巻が大きな被害をもたらしました。そんな時だからこそ、家族で温かく新年を迎えられた事に感謝します。（S）

秋葉区健康福祉課

・冬場に、暖かい所から寒い所に移動して

急激に温度が変わると、血圧が大きく変

動します。このような、急激な温度変化

による血圧の大きな変動が原因で起こ

　る健康被害（心筋梗塞や脳卒中など）を

「ヒートショック」と言います。特に入浴

中に多いと言われており、死亡事故にも

　つながります。

○入浴時の注意は？

・普段過ごす場所と脱衣所、浴室の温度変

　化をなくすことです。入浴前に脱衣所を

　ヒーターなどで十分に温めておきます。

浴室は前もって湯船のフタを開けておい

　たり、暑いシャワーを浴室にまいたりす

　るとよいです。

・入浴中は体内の水分が少なくなりますの

　で、入浴前後にコップ 1杯の水分補給を

お勧めします。また、食後や飲酒後などは

血圧が変化するので入浴は避けましょう。

※入浴のほかに、夜間の外出時や深夜の

　トイレなどでも起こります。冬場は防寒

　対策をしっかりしてください。

◆ヒートショックについて◆

　

今
回
で
15
回
目
と
な
る
「
秋
葉
区
美
術
展(
区
展
)」が
11
月
20
日(
土
)か
ら
28
日(
日
)
ま
で

新
潟
市
新
津
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。小
須
戸
地
区
か
ら
は
６
名
の
入
賞
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
11
月
28
日(
日
)
の
表
彰
式
で
賞
状
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最優秀賞最優秀賞 写真部門写真部門

「宵宮の集会」　「宵宮の集会」　風間ヤヨエさ風間ヤヨエさん（新保（新保）

受賞者のコメント受賞者のコメント
　２年前、小諸のお宮での集会を撮りました。
今はコロナウイルスで県外には出かけられま
せんが、コロナが完全終息し写真を撮りに行
ける様になる事を願っております。

奨励賞奨励賞 写真部門写真部門

「それぞれの時間」　「それぞれの時間」　横山サチ子さ横山サチ子さん（新保（新保）

受賞者のコメント受賞者のコメント
　加茂山公園でそれぞれの時間（とき）を撮り
ました。なかなか思うようにいかず何回も通っ
て撮った人生初の組写真です。

奨励賞奨励賞 版画部門版画部門

「アルストメリア」　「アルストメリア」　小見久雄さ小見久雄さん（小須戸（小須戸）

受賞者のコメント受賞者のコメント
いつも「省エネでいかにごまかすか」をテーマ

にやっており、今回も７色ですが１版でごま
かしました。

奨励賞奨励賞 工芸部門工芸部門

「古木のいきおい」　「古木のいきおい」　佐藤朝子さ佐藤朝子さん（小須戸（小須戸）

受賞者のコメント受賞者のコメント
　加茂冬鳥越スキー場の藤の古木。横に流れ
るその見事な根本を立ててみました。４～１０
月、大川前４の陶芸場で楽しんでいます。

奨励賞奨励賞 写真部門写真部門

「轟音」　「轟音」　風間源一郎さ風間源一郎さん（小須戸（小須戸）

受賞者のコメント受賞者のコメント
　題名のとおり「轟音」ということで、バック
の滝の凄さをダイナミックな構図で撮りまし
た。

奨励賞奨励賞 洋画部門洋画部門

「爽快」　「爽快」　小林紀夫さ小林紀夫さん（松ヶ丘（松ヶ丘）

受賞者のコメント受賞者のコメント
　描く事が好きで、楽しいから描く、それに
尽きます。楽しい事が一つでもあるのは幸い
です。混色と全体の調和がポイントでした。

矢代田保育園子育て支援センターたんたん秋葉区自治協議会提案事業『秋葉区ひな・お宝巡り』
２/１（火）から開催します 　お子さんやお孫さんと一緒に子育て支援センターに遊びに来ませんか。

育児講座や季節の楽しい企画をしてお待ちしています。子どもと一緒に遊

んだり、情報交換したりと楽しく過ごしましょう。子育て支援に関する相

談もお受けしています。お気軽にご利用ください！

　～予約が必要です～

　・午前：9:00～ 11:30

　・午後：1:00～ 3:30

　※土曜午後、日曜、祝日は

　　お休みです。

　・月・水・土曜日の午前と

　　月～金曜日の午後：フリー

　　※０歳児～年長児のお子さん

　・金曜日午前：ベビー

　　※１歳半未満のお子さん

利用時間

手作りおもちゃや絵本の貸し出しもあります。

畳のスペースや授乳室もあるので安心してお過ごしいただけます。

＜予約・お問い合わせ＞　０２５０－３８－５９７７

年齢設定

小須戸コミ協は、 秋葉区自治協議会の事業「秋葉区ひな・ お宝巡り」 に参

加し、 小須戸まちづくりセンターを会場として123個ものおりがみのつるし

飾りを飾るなど、 開催に向けて準備をしています。

これらのつるし飾りは、 地域内の幼稚園、 保育園、 小学校、 中学校、 福

祉施設、 企業、 商店、 スポ少など６４団体、 のべ700名以上の人たちがそれ

ぞれ工夫を凝らしたつるし飾りを制作してくれました。 お孫さんと一緒に折

り鶴をたくさん作ってくれた方や、 親子でおりがみを楽しみましたというご

家庭、 学校で地域のボランティアに教

えてもらいながらこどもたちがおりが

みを作ったりと、 おりがみを通してふ

れあいの機会が増えたようでした。

これらの吊るし飾りは２月１日（火）

～３月６日（日）まで小須戸まちづくり

センターに展示されます。


